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村のようす
(2月1日現在）

世帯数 1,427戸
人口 7,820人

男 3,812人
女 4,008人
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川
辺
・
須
藤
せ
い
子
さ
ん
外
の

「
お
江
戸
日
本
橋
」

3月19日泉中学校屋体で玉川村公民館主催の玉川村民芸大会が

盛大に行はれました。若柳流の若柳喜久佳代さんの舞踊、玉川

民謡会駒木根文子さん外の「大黒舞」川辺の須藤利次さん佐藤

美好さんの「万オ」宍戸初子さん外の「佐渡おけさ」等が特別

出演して下さい大会に色を蔀へて下さいました。 ＇ 

民謡踊は「黒田節」の上野光子さん外 1名、舞踊は「明治一代

女」を踊つた小高の溝井美枝子さん、民謡は「長持ちうた」を

歌った中の佐藤ハル＝さん、歌謡曲では「君はすきだよ」の青

年団の大竹勝義さんが入賞されました。
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ま か わ

42
年
度

我
が
村
の
予
算

一
般
会
計
一
億
三
千
八
百
二
十
万
九
千
円

去
る
三
月
七
日
四
十
二
年
度
第
一
回
定
例
議
会
に
於
て
玉
川
村
一
般
会
計
予
算
及

，r

ぃ
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
は
別
表
の
よ
う
に
決
り
ま
し
た
。

号7
.＿
総
額
に
於
て
三
千
四
百
三
十
二
万
七
千
円
の
増
特
に
目
立
つ
の
は
収
入
で
県
支
出
金

1

｀
は
約
三
千
三
百
の
増
で
支
出
は
農
業
構
造
改
善
事
業
費
の
大
巾
な
支
出
で
あ
る
。

第
＾

(2) 

国
土
調
査
は
昭
和
二
十

六
年
六
月
壱
H
法
律
第
百

八
0
号
を
以
っ
て
成
立
さ

れ
国
土
の
開
発
及
び
保
全

並
び
に
そ
の
利
用
の
高
度

化
に
資
す
る
と
と
も
に
あ

わ
せ
て
地
籟
の
明
確
化
を

図
る
た
め
、
国
土
の
実
態

を
科
学
的
且
つ
総
合
的
に

調
査
す
る
こ
と
を
目
的
と

れ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
に
お
い
て
も
国
土
調

査
の
一
調
査
で
あ
る
地
籍

調
査
事
業
が
昭
和
四

0
年

度
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た

こ
と
は
御
承
知
の
こ
と
A

存
じ
ま
す
。

地
籍
調
査
と
は
毎
筆
の

士
地
に
つ
い
て
、
そ
の
所

有
者
、
地
番
及
び
地
目
の

調
査
並
び
に
境
界
及
び
地

積
に
関
す
る
測
量
を
行
い

そ
の
結
果
を
地
図
及
び
簿

冊
に
作
成
す
る
こ
と
を
い

え
ま
す
。
こ
れ
等
の
記
載

が
実
情
に
合
致
さ
れ
た
登

録
が
正
確
に
行
な
わ
れ
登

記
に
公
信
力
的
性
能
が
生

じ
ま
す
と
初
め
て
公
示
制

度
の
目
的
が
果
さ
れ
ま
し

42
年
度
国
士
調
査
（
口
闘
）
に
つ
い
て

42年度王川村国民健康保険特別会計予算

丁 ―

我
が
村
り
納
税
成
績
も

年
々
良
く
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
も
総
じ
て
皆
さ
ん
の

御
理
解
と
御
協
力
に
よ
る

も
の
と
厚
く
御
礼
申
上
ま

す
。
叉
先
に
行
な
は
れ
た

固
定
資
産
，（
家
屋
）
の
調

査
に
際
し
て
は
御
忙
が
し

い
処
へ
係
員
が
お
邪
腐
し

種
々
御
迷
惑
を
お
か
け
し

申
訳
御
座
居
ま
せ
ん
で
し

こ。t
 御

蔭
様
で
調
査
も
完
了

し
現
在
計
算
の
段
階
に
有

固
定
資
産
税
”
麟

暫

定

賦

課

に

つ

い

て

御

願

い

税

務

課

て
土
地
の
権
利
の
保
護
{
地
稜
図
簿
の
作
成
と
な
り

土
地
の
利
用
、
取
引
の
安
ま
す
か
ら
御
含
み
置
き
願

全
化
、
そ
の
他
負
担
の
公
い
ま
す
。

平
化
、
が
期
せ
ら
れ
る
こ
な
を
四
一
一
年
度
一
筆
調
査

実
施
地
区
の
土
地
所
有
者

と
に
な
り
ま
す
。

本
事
業
は
二
年
継
続
事
は
七
月
ま
で
に
隣
接
地
の

業
で
あ
っ
て
初
年
度
は
毎
境
界
を
は
っ
き
り
し
て
お

筆
の
調
査
と
毎
筆
の
測
量
ぎ
境
界
杭
を
打
っ
て
お
い

を
行
い
、
次
年
度
に
つ
い
て
下
さ
い
。

て
は
毎
筆
の
面
稼
測
定
と

42
年
度
地
籍
調
査
事
業
実
施
予
定
地
区

日
一
筆
調
査
及
び
毎
筆
の
平
、
石
原
、
東
I
．前、

測

量

ま

で

の

地

域

大

谷

地

、

中

島

川
辺
宮
ノ
前
、
辰
已
城
⇔
地
積
測
定
及
地
籍
図
簿

池
下
、
三
ノ
鳥
居
、
二
作
成
地
区
．

ノ
鳥
居
、
十
日
森
、
川
川
辺
和
尚
乎
、
館
、
金

久

保

、

中

沖

波

、

堂

平

、

山

森

田

、

蒜

生

栗

木

内

、

恵

平

‘

武

道

、

久

保

田

宮
下
、
羽
根
石
、
兎
険
吉
中
平
、
滑
津
、
中
ノ

鬼

淵

、

細

田

作

、

天

駄

刈

、

天

王

前

小
高
上
高
原
、
石
場
、
遠
下
、
馬
場
叩
、
下
倉

矢
地
田
、
北
ノ
内
、
竹
沢
、
沢
向
、
樋
場
、
南

ノ
花
、
田
畑
、
藤
右
衛
作
、
嫁
田
、
古
金
塚
、

門
田
、
淀
ノ
目
、
天
神
西
ノ
内

八
升
蒔
、
江
平
、
大
隅

四
一
年
農
構
事
業

圃
場
整
備
終
る

四
月
二
十
五
日
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
計
算
が
間
に

合
い
ま
せ
ん
の
で
誠
に
申

訳
御
座
居
ま
せ
ん
が
第
一

期
分
及
第
二
期
分
を
暫
定

計
算
（
略
前
年
度
と
同
じ
）

に
よ
り
課
税
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
態
に
な
っ

て
し
ま
い
暫
定
の
納
税
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し
ま

す
。
尚
今
後
係
員
一
同
一

生
懸
命
事
務
の
進
捗
に
努

め
本
課
税
は
第
三
期
、
第

四
期
に
て
調
整
し
て
納
付

載
く
事
に
な
り
ま
す
の
で

事
務
の
遅
滞
を
謝
す
と
共

囚
二
圏
二
圏
二
圏
―

玉
川
村
役
場

退

職助
役
大
越
力
夫
、
主
事

補
三
瓶
幸
子

移

動総
務
課
盆
児
童
館
）
雇

宗
形
チ
ョ
子
、
児
童
館

盆
新
任
）
雇
迎
秀

須
釜
警
察
官
駐
在
所

須
釜
駐
在
所
（
浅
川
町

駐
在
所
）
内
山
平
、
野

木
沢
駐
在
所
（
須
釜
駐

在
所
）
根
本
秀
男

致
し
ま
す
。

学
校
関
係

転

出
小
高
小
中
谷
一
小
へ
内

田
利
男
、
山
白
石
小
ヘ

増
子
栄
子
、
郡
山
芳
山

小
へ
添
田
正
義

須
釜
小
母
畑
小
へ
鈴
木

美
智
子
、
安
逹
木
幡
二

小
へ
今
泉
英
巳
、
仁
井

田
小
へ
根
本
一
子
、
大

東
中
へ
高
橋
ク
ニ

泉

中

野

木

沢

中

へ

吉

島
利
雄
、
石
川
中
へ
望

月
イ
ネ
、
蓬
田
小
へ
渡

辺
美
子
、
山
橋
中
へ
下

田
京
子
、
東
白
川
青
生

野
中
へ
吉
田
勝
雄
、
信

夫
立
子
山
中
へ
尾
崎
公

三
年
間
継
続
の
わ
が
村
六

0
0万
円

と

二

三

三

万

雄

の
農
構
事
莱
の
第
一
年
度
円
り
増
加
を
見
ま
し
た
が
須
釜
中
中
谷
中
へ
瀕
谷

喜
一
月
未
ま
で
に
一
応
完
今
后
に
残
さ
れ
た
事
業
と
丑
治
、
川
口
高
へ
峰
岸

喜
美
代

了
し
た
が
、
な
お
手
直
し
し
て
完
成
さ
れ
た
土
地
の

転

入

の

個

所

に

つ

い

て

も

四

月

配

分

を

如

何

に

し

た

な

ら

｀

小
高
小
小
乎
よ
り
水
野

屯
一

十
日
終
了
の
目
標
で
工
事
公
平
に
且
つ
近
代
的
経
営

租
須
釜
小
小
平
小
よ
り
星

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
に
合
致
す
る
よ
う
に
配
分

セ
ッ
子
、
東
白
石
井
小

り
ま
す
、
御
承
知
の
よ
う
事
業
費
に
つ
い
て
も
当
で
き
る
か
に
昼
夜
兼
行
て

に
固
定
資
産
税
の
第
一
期
初
三
、
三
六
七
万
円
の
事
係
員
は
努
力
を
し
て
お
り
よ
り
小
野
寛
次
郎
、
鎌

及

軽

自

動

車

税

の

納

期

は

業

費

が

最

終

的

に

は

三

、

ま

す

。

田

小

よ

り

常

盤

フ

ク

、

中
地
区
こ
ま
二

0
馬
力
沢
田
小
よ
り
藤
田
慧
子
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の
ト
ラ
ク
タ
ー
と
ホ
ッ
プ
新
任
石
沢
一
枝

1
.
 

1
 

ー

ヽ
L

'r

~
水
稲
な
ど
の
防
除
機
も
入
泉
中
中
谷
中
よ
り
草

＇ 

一
火
の
用
＇

，
1

、
り
ま
し
た
の
で
い
よ
／
＼
野
豊
、
択
田
中
よ
り
添

ー

．．
 

ー

Ffl
俊
夫
、
竹
貫
中
よ
り

叩

山

火

事

の

多

発

す

る

と

き

で

す

。

血

叫
構
造
改
善
の
近
代
的
経
営

＂

星

博

子

、

母

畑

中

よ

り

一

火

の

元

に

ご

注

意

下

さ

い

C

叫

か

や

ま

等

の

火

入

は

届

出

を

し

許

可

血

の

第

一

歩

を

踏

み

出

し

た

＇

岩
井
勝
雄
、
山
橋
中
ょ

i

を
受
け
て
か
ら
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
叩
わ
け
で
四
二
年
度
に
は
一
り
二
瓶
清
子
、
新
任
甲

9

111

七
馬
カ
一
台
、
四
三
年
度

ー

1

1

"

村
一
に
は
一
七
馬
カ
一
台
と
四
須

□

丑
久
山
橋
中
よ
り
高

ー

＂

玉

，

＇ ヽ

，
 
．．
 

）
，
 

ー

至

川

村

消

防

団

一

五

馬

カ

ニ

台

が

導

入

さ

れ

橋

六

郎

、

新

任

遠

藤

慶

ーーーーー

＇ 
ー

＂
る
こ
と
こ
な
り
ま
す
。
繁
、
新
任
宮
尾
一
美

ーー

0
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0
第
一
回
定
例
会

昭
和
四
十
二
年
第
一
回

定
例
談
会
は
去
る
一
二
月
七

日
招
集
さ
れ
、
全
議
員
出

席
の
う
ち
に
開
会
、
会
期

五
日
と
決
定
、
開
会
暁
頭

村
長
の
昭
和
四
十
二
年
度

の
施
政
方
針
の
開
陳
、
提

わ
れ

案
理
由
の
説
明
が
行

引
続
き
七
番
、
九
番
議
員

よ
り
、
土
木
行
政
に
つ
い

て
、
農
政
問
題
、
商
工
関

係
、
母
畑
ダ
ム
問
題
に
つ

い
て
一
般
質
問
が
行
は
れ

昭
和
四
十
二
年
度
玉
川
村

一
般
会
計
予
算
（
案
）
外

九
件
を
審
議
し
た
。
決
議

さ
れ
た
主
な
議
案
は
左
記

の
と
お
り
で
あ
る
。

議
案
第
七
号
福
島
県
旧

市
町
村
職
員
恩
給
組
合

資
産
管
理
組
合
規
約
の

一
部
を
改
正
す
る
規
約

に
つ
い
て
9
^
、
（

.‘

議
案
第
八
号
公
息
右
瀬
'、

病
院
組
合
規
約
の
一
部
，

9
f

を
改
正
す
る
規
約
に
つ

い
て
。

議
案
第
九
号
玉
川
村
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に

．ヽ

つ
い
て
5

議
案
第
十
号
児
童
福
祉

法
第
三
十
五
条
の
規
定

に
よ
る
助
産
施
設
の
設

置
に
つ
い
て
。

議
案
第
十
一
号
玉
川
村

母
子
健
康
セ
ン
ク
ー
設

．

置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

議
案
第
十
二
号
昭
和
四

十
一
年
度
一
般
会
計
補

在
予
算
盆
第
六

33
案

モ
川
村
で
は
新
し
い
農

業
経
営
技
術
を
習
得
さ
せ

る
た
め
に
毎
年
村
内
の
中

堅
青
年
を
県
外
先
進
地
に

派
遣
し
て
多
く
の
成
果
を

お
さ
め
て
い
る
が
、
四
十

一
年
度
派
遣
生
の
塩
田
勝

利
君
、
大
竹
義
明
君
、
小

議
案
弟
十
三
号
昭
相
四

十
二
年
度
玉
川
村
一
般

会
計
予
算
（
案
）
;

議
案
第
十
四
号
昭
和
四

＇
十
二
年
度
＊
川
村
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予

＇算
（
案
）

他
に
請
願
、

、陳
情
処
理

事
項
外
一
件
。

林
茂
夫
君
、
円
谷
忠
直
君

大
野
式
吉
君
に
よ
る
、
玉

川
村
県
外
派
遣
実
践
報
告

会
は
、
去
る
一
―

-
H
十
日
午

前
九
時
よ
り
玉
川
村
公
民

館
に
県
石
川
教
育
事
務
所

長
、
岩
農
高
校
森
尾
先
生

を
講
師
に
迎
い
、
そ
れ
に

ー
先
進
地
研
修
の
ー
ー
ー
ー
一

|
|
—
成
果
を
発
表

一
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① 凍霜害から農作物を守ろう

気候の変化の激しい4月5月は凍霜害の起りやすい

時で又この時期は農作物に対しては一番大切なときで

す。‘霜害の防止についてぽ皆様御承知のことなので降

霜のおそれのあるときは被害を最少限にくいとめるよ

＇、うにして下さい。なお霜注意報はNHKテレビでは17
時35分がら23時50分までNHKラジオ第 1では16時59
分から2}時5.~分までの間に放送されます。

② 今年度の病虫害防除について

苗代に種子をまくと農家の消毒作業が始まります。

作物の消毒をしないと生産ががた落ちするが一番手間

てやつかいな仕事なのでつい省きたがるい

です。わが村では国の補助によりまして今度犬型防除

機 2台を備付けましたので共済組合、農協組合と協力

して委託防除を推進することになりましたからお協力

をお願いします。

③ 鶏のニユーカツスル病について ・ 

憩のニューカッスル病は今までは関東以南に発生し

ておりましたが今年に入り本県にも始めて発生を見ま

全国の発生件数は4i年が 419千羽、 42年

羽で本宮町に発生したものは3,500羽でこの病気発生

のため富久山町、日和田町、喜久田村、本宮町の鶏等

の移動を禁止されております。このように本病が当村

に発生しますと村内の鶏及び卵は移動を禁止され多額＇

の損害をうけますので次のことを実施して予防につと

めて下さい。

（イ） 鶏舎内外の消毒

（口） 鶏卵箱の燻じょう消毒

（ハ） 外来者の場内立入禁止

（二） 予防注射の実施

⑮ 一般的疾病特に呼吸器病の予防を徹底する。

（吋 日常の管理の向上に努め鶏の体力の増強を図る

症状 呼吸器症状が主体で口を開きケーツ o ゼーゼ

ー。キャッなど異常音を発し急激に全群に及び同時に

黄白色や緑色、下痢便、食慾と絶、産卵の減少、冠の

赤紫色化等を発しながら死亡する。育成鶏ブロィラー

においてはさらに急激に進行する。このような症状が

ありましたなら至急役場農協などに連絡して下さい。

川に
か四

‘辺入十
ら年

溝 真 野 鈴 野 鈴 な 度

井弓崎木崎木ぢる
ン、卜.嘉

マ重モ市仙羹旦｀
ル` サ，司ョ郎助庭者

小蒜

高生

竜

崎

辺

元一

重郎

藤始

男

岩
法
寺

徳
―
―
―

徳

雄

喜
久
雄

中

孝勝豊平
二

吉吉郎

成

男

優

良

家

庭

村
内
青
年
、

‘婦
人
多
数
の

出
席
の
も
と
に
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
参
会
者
に
大
き

な
感
銘
を
与
え
て
有
意
義

三
月
十
七
日
次
の
方
々

が
健
康
優
良
家
庭
及
後
良

児
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

溝

井

マ
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田
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双
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芳

吉
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賀

キ

チ

ョ
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村
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義

臣

倉

鎌

守

清

小

林

亀

蔵

に
終
了
し
た
9

.｀

、
'
尚
、
こ
の
発
表
会
は
毎

日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
各

方
面
に
反
響
を
よ
ん
だ
。
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保
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四
月
一
日
か
ら
、
児
童

，
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る
助

産
所
と
し
て
運
営
す
る
こ

号17
一
と
に
な
り
、
利
用
者
の
負

第

担

が

改

正

に

な

る

と

い

う

こ
と
は
前
号
の
広
報
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す

が
、
児
童
福
祉
法
の
選
用

を
受
け
る
入
所
希
望
者
は

あ
ら
か
じ
め
県
知
事
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
そ
の
申
請
を
分

娩
予
定
日
の
一
ヶ
月
前
ま

で
に
住
所
地
を
管
轄
す
る

福
祉
事
務
所
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
用
紙
類
は
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
に
備
え
つ
け
て
あ

り
助
産
婦
が
指
導
し
ま
す

か
ら
早
目
に
申
し
出
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

提
出
書
類
は
「
入
所
申

請
書
」
「
納
税
証
明
書
」

「
助
産
婦
の
意
見
書
」
等

(4,) 
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溝

井

一

F

11

あ

す

血
明
日
た
A

ん
十
日
の
旅
の
ひ
と
A

き

を

石

楠

-

血
花
の
鉢
に
水
を
注
げ
り

-
孫
子
ら
に
思
ひ
を
よ
べ
ば
こ
ま
ご
ま
と
書
さ

血
て
送
り
ぬ
、
初
夜
の
宿
よ
り

血
梅
の
花
い
ま
だ
か
た
け
ど
夭
満
宮
に
着
飾
る
-

一
人
の
往
来
し
げ
し

血
天
満
宮
の
花
は
＞
ま
だ
も
か
た
け
れ
ど
人
だ
』

[
か
り
丑

L
梅
林
の
中

〗
梅
林
の
花
い
ま
だ
し
も
着
飾
り
て
歩
行
ゆ
る
一

一
め
じ
人
｀
＇
ん
の
群
，

｛，
9
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三
月
二
十
一
日
の
春
分

の
日
竜
崎
部
落
、
小
高
部

山吉北南竜岩中蒜小川 区
小須須法
屋 釜釜崎寺 生 高 辺名

関近鈴小鈴遠鈴藁溝熊

谷 区
根内木原木藤木，中用

正長
徳寿直重重重新 忠常

之 名
一雄春一義善造助ー一

石有草大石塩小曲藤坂
• , ; 副

森賀野野 井t尺林山田本区
清重・

正藤林＝元 富伝金作長
＿ 四名

伊一治郎広郎雄治二蔵

北四吉北南岩中ク小

須・
辻

部

新
須須法

釜田 釜釜寺

42
年
度
部
落
区
長
さ
ん
紹
介

落
の
各
戸
に
日
の
丸
の
旗

が
立
て
ら
れ
て
い
た
。

此
れ
は
竜
崎
の
長
寿
会

で
す
が
、
印
鑑
を
持
参
し

て
い
た
ゞ
け
ば
、
助
産
婦

が
指
導
し
て
く
れ
ま
す
か

ら
、
遠
慮
な
く
申
し
出
て

下
さ
い
。

皆
様
す
で
に
ご
承
知
の

と
お
り
、
村
で
は
毎
月
十

五
日
は
妊
産
婦
の
健
康
相

談
と
検
診
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
妊
娠
さ
れ
た
方

ほ
健
康
管
理
上
こ
の
検
診

に
は
必
ら
ず
出
ら
れ
て
検

診
を
受
け
る
と
と
も
に
、

疑
問
な
こ
と
を
相
談
さ
れ

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
安
心

し
て
生
め
る
よ
う
な
指
導

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
す

サ久

若
い
者
に
ば
か
り

ま
か
せ
て
お
け
な
い
と

1

1
老
人
ク
ラ
ブ
が
ハ
ッ
ス
ル
甘
甘
ロ

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
へ

入
所
さ
れ
る
方
へ

l-＿＿＿＿＿＿
1
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＿

＿
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早

春
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血
野
を
わ
た
る
風
あ
り
，
＇
雪
も
あ
る
彼
岸
＇

う

ら

う

ら

と

職

風

地

を

這

う

平

春

譜

血

陽
を
負
う
て
老
い
の
あ
ゆ
み
の
革
崩
い
る
．
一

一
111

蕗

の

藁

匂

ふ

は

人

の

摘

み

し

あ

と

小

鳥

た

つ

夢

な

ほ

の

せ

て

空

掬

る
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4
め
し
ま
す
。
そ
の
機
会
（
会
長
矢
吹
市
1

ラ
一
氏
、
会

に
で
も
母
子
健
康
セ
ソ
タ
員
六
一
名
）
小
高
寿
慶
会

］
入
所
の
手
続
き
に
つ
い
（
会
長
車
田
幸
一
さ
ん
、

て
相
談
さ
れ
る
の
が
都
合
会
員
八
六
名
）
の
老
人
ク

が
良
い
と
思
は
れ
ま
す
の
ラ
ブ
の
方
々
が
戦
后
国
旗

で
、
妊
婦
検
診
に
は
是
非
に
対
す
る
認
識
が
弱
ま
り

お
出
か
け
下
さ
る
よ
う
お
国
旗
掲
揚
の
戸
数
が
減
っ

て
行
く
の
を
残
念
に
思
い

願
い
し
ま
す
。

大
体
の
方
は
経
費
減
免
各
戸
国
旗
掲
揚
運
動
を
起

の
対
象
に
な
る
こ
と
が
で
こ
し
た
結
果
で
あ
る
。

叉
須
釜
地
区
の
老
人
ク

き
ま
す
の
で
遠
慮
な
く
利

ラ
ブ
連
合
会
で
は
集
会
の

用
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
4

時
間
が
守
ら
れ
ず
無
駄
な

め
い
た
し
ま
す
。

時
閻
が
多
い
の
で
若
い
者

に
ぽ
か
り
ま
か
せ
て
お
け

な
い
、
俺
等
が
実
践
し
て

見
せ
る
と
集
合
時
間
を
守

る
運
動
を
起
こ
し
た
も
の

で
、
此
の
前
の
会
合
か
ら

実
行
さ
れ
て
い
る
。

こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
一

（
二
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

死

亡

者

氏

名
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名
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田
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双
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